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産婦人科領域の感染症 に対す るloracarbefの 臨床効果

坂倉啓一 ・　岩田嘉行

川崎市立川崎病院産婦人科*

Loracarbefを 産婦 人 科感 染 症 の症 例 に対 し,1回200mg,1日3回,5～14日 間投 与 し次

の結果 を得 た。

1)子 宮付 属 器 炎2例,バ ル トリン腺 膿瘍4例,感 染性 粉瘤1例 に対 す る臨床 的効 果 は全

て有効 で あ った。

2)細 菌学 的効 果 で は4例 に菌が検 出 され,全 例 におい て菌 が消 失 した。

本剤 に起 因す る自他覚 的副 作用 はな く,臨 床 検査 値異 常 は認 め られな か った。
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Loracarbef(LCBF)は 協 和 醗 酵 工 業 株 式 会 社 で 開 発

された,経 口用 カ ルバ セ フ ェ ム系抗 菌剤 であ る1)。本

剤 は経 口投 与後,主 に腸 管 よ り吸 収 され,高 い血 中濃

度 を示 す2)。

今 回,LCBFの 産婦 人科 領域 にお け る臨 床 的検 討 を

行 う機 会 を得 たの で ここに報 告す る。

対 象は平成3年4月 よ り平 成3年12月 まで の 間に川崎

市立川崎 病 院産 婦 人科 を受 診 した産婦 人科 感染症 患 者

7名 で,そ の 内訳 は,子 宮 付 属 器 炎2例,バ ル ト リン

腺膿瘍4例 お よび,外 陰部 感染性 粉瘤1例 で あ った。

LCBF,1回200mgを1日3回,5～14日 間 食 後経 口

投 与 し,計3000mg～8400mgを 使 用 した。

細菌学 的効 果 は,起 炎菌 の 消長 か ら消失,減 少,不

変,菌 交 代 また は判定 不 能 に判定 した。臨床 効果 は,

自他覚症状の消長,臨 床検査成績の推移から総合的に

判定し,主 要自他覚症状,検 査所見が3日 以内に著 し

く改善し治癒 した場合を著効,症 状が3日 以内に改善

の傾向を示し,そ の後治癒 した場合を有効,症 状が3

日経過しても改善されない場合は無効とした。

なお,切 開,穿 刺などの外科的処置を併用 した場合

は著効とせず,す べて有効と判定した。

Table1に 症例の一覧を示 した。

子宮付属器炎(卵管炎)の2例 は,自 他覚症状および

臨床検査値の改善により有効とした。バル トリン腺膿

瘍の4例 は全例有効であり,そ のうち2例 は臨床所見

において著明改善を認めたが穿刺を行ったため有効と

判定 した。感染性粉瘤の1例は有効であった。

本剤使用前に検体が採取,菌 が検出できたのは,バ

Table1.Clinical effect of loracarbef

ND:not done
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Table 2.Clinical laboratory findings of loracarbef treatment

B:before D:dning A:afterN D:notdone

ル トリン腺 膿 瘍3例,感 染 性 粉瘤1例 で あ った。 検 体

か ら は,Staphylococcus epidrmidis1株,Escherichia

coli2株,Bacteroides sp.1株,Micrococcus sp.1株 の4

種 の菌が検 出 され た。

使 用後 は,感 染性 粉瘤 の症例 で は検体採 取不 能 とな

り,ま た バ ル トリ ン腺 膿 瘍 で は,E.coil2株 お よび

Micrococcus sp.1株 の全株消 失 した。

投 与 を中 止 させ る よ うな臨床 上 の副作 用 は1例 もみ

られなか った。

投与 前,中,後 に末梢 血,血 沈,CRP検 査 を施 行 し

た(Table2)。 末梢 血,血 沈,CRPに つ い て異 常値 の

正常化 が み られた。 血液検 査で,投 与後,異 常 化す る

症例 は なか った。

産婦 人科 領域 に おけ る細 菌感 染症 の場合,各 種の 菌

が分離 され,混 合感 染 も多数み られる。 その ため外 来

での 治療 に際 して,第 一次 選択 薬 と して広 い抗 菌 スペ

ク トル を持 つ経 口抗生 物 質が必 要 とな る。

本剤 は,グ ラム陽性 菌 お よび グラム陰性 菌 に対 して

幅広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し3),経 口吸 収性 も良好 で

ある。これらの特徴から,本 剤は産婦人科領域の経口

剤適応の軽～中等度の感染症に対して有用な抗菌剤と

なることが期待される。

今回,我 々が行った結果からも,1回200mg,1日3

回の投与で産婦人科領域の感染症に対して満足な結果

が得られる薬剤と考えられる。
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Clinical evaluation of loracarbef for tocogynecological infections

Keiichi Sakakura and Yoshiyuki Iwata

Department of Obstetrics and Gynecology,Kawasaki Municipal Hospital

12-1,Shinkawa-dori,Kawasaki-ku,Kawasaki 210,Japan

Loracarbef was administered to 7 patients with tocogynecological infections at a unit dose of

200mg,three times a day,for 5～14 days.

The following results were obtained.

1) LCBF was effective in all 7 cases,including 2 of adnexitis,4 of Bartholin's abscess and one

of inflammatory atheroma.

2) Evaluation of bacteriological efficacy:Bacteria were detected in 4 cases and they were

eliminated in all cases.

3) Neither side effects nor abnormal laboratory findings were observed .


